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１．地域主体交通について

（グリーンスローモビリティ）
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１-１. 令和７年４月以降の運行について 3

地域の移動の利便性向上がみられ、協議会の運行体制も充実

取り組みが地域に好意的に受け入れられている

→令和７年４月以降は本格運行として事業を継続

実証運行期間：令和５年10月４日～令和７年３月31日
※実証運行の概要は参考資料を参照



１-２. 運行計画の変遷

【１回目の変更】

・病院の休診日を避け、火・土に運行日を変更

・曜日ごとにコースを固定登録

・予約の不要化

【２回目の変更】

・コース名の変更

・立石駅コースに金曜日運行を追加

・きめ細やかに地域を周るルートに変更して乗車ポイント数を増加
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期間 R5.10.4～R6.1.15 R6.1.16～R6.8.8 R6.8.9～現在

コース名 立石ｺｰｽ 四つ木ｺｰｽ 立石ｺｰｽ 四つ木ｺｰｽ 立石駅ｺｰｽ 四ツ木駅ｺｰｽ

運行日 水・土 火 土 火・金 土

運行便数 4便/日 10便/日 8便/日 6便/日 8便/日

路線延長 約3.5km 約4.0km 約3.5km 約4.0km 約6.8km 約4.9km

1周の所要時間 32分 39分 32分 39分 55分 38分

乗車ポイント数 8箇所 11箇所 8箇所 11箇所 22箇所 17箇所

登録・予約 必要 不要 不要

1回目の変更
（R6.1.16～）

2回目の変更
（R6.8.9～）



１-３. 実証運行の状況 1/3

●運行実績（集計期間：令和５年10月４日～令和６年12月31日）
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※1
令和５年12月２日 充電不足のため午後運休
令和６年４月８日 強風のため午前一部運休
令和６年８月16日 台風接近のため１日運休
令和６年10月12日 車両不具合のため午前運休

※2 
後部扉設置のための改修期間に普通乗用車を使用：５日
車両不具合時に午後から普通乗用車を使用 ：１日

運 行 日 数

運 休 日 数

代 車 運 行

事 故 件 数

交通違反件数

利 用 者 数

144日（所定運行日148日）

４日※1

６日※2

０件

０件

延べ2,021人



１-３. 実証運行の状況 2/3 6

●月ごとの利用者数推移（令和５年10月～令和６年12月）
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１-３. 実証運行の状況 3/3

●協議会の体制・運営状況

★体制

協議会役員 14人

運転手登録者数 35人

受付印登録者数 ９人

7

役員総会の様子

★運営状況

役員総会 年１回程度（予算・決算など）

幹事会 月１回程度（協議会主要役員と区の情報連絡など）

全体会 月１回程度（協議会全メンバーによる情報連絡など）



１-４. 利用者・地域住民アンケート結果概要 1/2

●アンケート実施概要

調査期間：令和６年９月２０日～１０月１１日

対象地域：東立石・東四つ木地域 （居住人口25,310人/Ｒ6.10.1 時点）

対象住民：住民基本台帳より18歳以上2,900人を無作為抽出し郵送とともに

グリスロ利用者への車内配布を実施

回答方法：郵送、WEBによる回答

回答数 ：744票（郵送配布分708票（回収率24.4%）+車内配布分36票）
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図 アンケート調査票内容（抜粋）



１-４. 利用者・地域住民アンケート結果概要 2/2 9

調査項目 調査結果 参照
スライド

認知度
 特徴的なデザインのグリスロ車両での運行により、取組の認知度が高

くなっている。
11

利用状況

 利用者は高齢者層が多いものの、様々な世代の利用がある。
 80歳代以上になるとグリスロの利用率が顕著に高まる。
 定期的に利用している人が半数以上を占めており、また、一部の人に

は利用が定着している様子がうかがえる。
 買い物や通院などの日常的な移動手段として多く利用されている。

12

13

14

外出機会・
家族送迎の

変化

 外出機会の増加、家族送迎の減少につながっている効果がみられ、自
転車を使えず、ちょっとそこまでの移動が困難だった人が気軽に利用
できる移動手段になっていることがうかがえる。

15～16

利用者の
満足度

 地域住民が運行を担っていることやグリスロ車両により運行をしてい
ることに関して、利用者の満足度が高い。

 運行内容（運行日・ルート・ダイヤ等）の満足度は比較的低く、運行
内容の更なる充実により利用者の満足度が高まると推察される。

17

地域受容度
 移動手段としての有効性に加え、にぎわい創出やコミュニケーション

活性化の効果に共感があり、地域に好意的に受け入れられている。
 グリスロの車両特性による地域交通への影響は受け入れられている。

18

運行継続希望  多くの人が運行継続について受け入れている。 19

●アンケート結果概要（詳細は参考資料１を参照）



アンケート結果（①年齢構成）

回答者は60歳代以上の割合が60％と半数以上を占めている。

10

60歳代以上が60％を占める

①回答者の属性（年齢構成）【全体：n=744】



19%

42%

3%

0%

45%

9%

5%

23%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

区作成のチラシ

広報かつしか

区のＨＰ

区のLINE、X

走っているのを見て

人から聞いて

その他

未回答

情報入手先割合
知っていて利用した
ことがある, 7%

知っているが利用したことがない, 
73%

知らない, 19%

未回答, 1%

知っていて利用したことがある
知っているが利用したことがない
知らない
未回答

アンケート結果（②グリスロの認知度）

• グリスロを知っている人の割合は80％と高い。
• 知っている人の情報の入手先は「走っているのを見て」が45％と最も高い。
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知っている人の

情報の入手先

②グリスロの認知度【全体：n=744】

■グリスロの認知度（n=744） ■情報の入手先（n=596）

• グリスロ車両での運行により、取組の認知度が高くなっている。



20歳未満0%

20歳代 0%

30歳代 6%

40歳代 10%
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アンケート結果（③グリスロ利用者の年齢構成）

• グリスロ利用者は70歳代以上の利用者が69％と多くを占めている一方で、20歳代以下を
除く各世代が６～１０％ずつとなっている。

• 回答者の年齢構成ごとのグリスロ利用割合をみると80歳代以上が20％で顕著に高い。
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70歳代以上：69％

③グリスロ利用者の年齢構成

■利用者（n=52） ■回答者の年齢構成ごとのグ
リスロ利用割合（n=740）

n=1 n=31 n=48 n=78 n=131 n=163 n=168 n=115 n=520歳代以下を除く各世代で一定の利用

80歳代以上の利用率が高い

• 利用者は高齢者が多いものの、様々な世代にわたり利用されている。

• 80歳代以上になるとグリスロの利用率が顕著に高まる。



アンケート結果（④利用状況）

• 利用頻度は月1～3回以上の割合が５５％と半数以上を占めている。
• 通算利用回数は1～2回が50%と半数程度を占めている一方で、10回以上の利用者が13％

いる。
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④利用状況【利用者：n=52】

■利用頻度（n=52） ■通算利用回数（n=52）

週2日
以上, 
10%

週1回, 
8%

月1〜3回, 
37%

数カ月に1回
以下, 37%

未回答, 
10%

週2日以上 週1回
月1〜3回 数カ月に1回以下
未回答

1〜2回, 50%
3〜5回, 29%

6〜9回, 6%

10回以上, 
13%

未回答, 2%

1〜2回 3〜5回 6〜9回

10回以上 未回答

• 定期的に利用している人が半数以上を占めており、一部の人には利用が定着している様
子がうかがえる。



アンケート結果（⑤利用目的・利用する理由）

• 利用目的は「買い物」が５２％で最も高く、次いで「通院」が４２％となっている。
• 利用する理由としては「乗り場が近いから」が６７％と最も高く、次いで「無料だか

ら」が５６％となっている。
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⑤利用目的・利用する理由【利用者：n=52】

■利用目的（n=52） ■利用する理由（n=52）

2%

52%

42%

13%

0%

21%

8%

0% 20% 40% 60%

通勤・通学

買い物

通院

趣味・娯楽

イベント

その他

未回答

利用目的の割合

23%

2%

67%

13%

40%

8%

56%

10%

4%

0% 50% 100%

他に移動手段がないから

運行本数が多いから

乗り場が近いから

利用方法がわかりやすいから

行きたい場所を通っているから

他人と同乗できるのが楽しいから

無料だから

その他

未回答

利用理由の割合

※複数回答可 ※複数回答可

• 利用者には日常的な移動手段として多く利用されている。

• ルートを地域内にきめ細やかに設定したことや地域主体で無料で運行している効果が表
れている。



増えた, 
19%

減った, 
0%

変わらない, 
73%

未回答, 
8%

増えた 減った 変わらない 未回答

アンケート結果（⑥外出機会・家族送迎の変化） 15

⑥外出機会・家族送迎の変化【利用者：n=52】

■外出機会の変化（n=52）

■外出機会が増えた人の
年齢構成（n=10）
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0%
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教習所送迎バス
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■外出機会が増えた人の
普段の移動手段
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※複数回答可



増えた, 
0%
減った, 

12%

変わらない, 
25%

元々頼ん
でいない, 

56%

未回答, 
8%

増えた 減った 変わらない 元々頼んでいない 未回答
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17%

67%

67%

17%

67%

0%
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自転車
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グリスロ

教習所送迎バス
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外出しない

利用率

アンケート結果（⑥外出機会・家族送迎の変化） 16

■家族等による送迎回数の変化（n=52）

■送迎回数が減った人の
年齢構成（n=12）

■送迎回数が減った人の
普段の移動手段
（n=12）

※複数回答可

40歳代 17% 70歳代 33% 80歳代 50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

• グリスロの利用により「外出機会が増えた」人が19%、「家族等による送迎回数が減っ
た」人が１２%いる。

• これらの人はほとんどが70歳代以上で、普段の移動手段として自転車を使える人が0～
10%と低い。

• 自転車を使えず、ちょっとそこまでの移動が困難だった人が気軽に利用できる移動手段
になっていることが推察される。



アンケート結果（⑦満足度）

• 利用者の満足度においては、「乗務員の対応」に関する満足度（大変満足+満足の割
合）が９２％と最も高い。

• 「窓が大きいことによる開放感」や「乗り心地」などのグリスロ車両の満足度も約70%
と高い。

• 一方、運行日の満足度は２４％、運行ダイヤ・便数は４２％、運行ルートは４４％と運
行内容に関する項目は高くはない。
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• 地域住民が運行を担っていることやグリスロ車両により運行をしていることで、利用者
の満足度が高くなっている様子がうかがえる。

• 運行内容の満足度は比較的低く、運行内容のさらなる充実により、利用者の満足度が高
まることが推察される。
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乗務員の対応

運行日

運行ダイヤ・便数

運行ルート

停留所の位置

乗降のしやすさ

乗り心地

車内環境

車内の会話のしやすさ

窓が大きいことによる開放感

乗る楽しさ

総合的な満足度

大変満足 満足 どちらでもない やや不満 不満 未回答

⑦満足度【利用者：n=52】
地域住民が運行を
担っている効果

更なる充実が
望まれる項目

グリスロ車両による
運行の効果



将来的に自分の足腰が弱った際の
移動手段として安心できる

アンケート結果（⑧地域受容度（グリスロの運行が与える影響））

• にぎわい創出やコミュニケーション活性化に関して半数程度の人が共感している。
• 移動手段としての有効性に関して５０～７０％程度の人が共感している。特に「将来的に自分の足腰

が弱った際の移動手段として安心できる」が７２％と最も高い。
• 一方で、交通への影響や危険性に対して、「まったくあてはまらない」「あまりあてはまらない」

「どちらでもない」とする人が８０％程度である。

18

⑧地域受容度（グリスロの運行が与える影響）【全体：n=744】

にぎわい創出・コミュニ
ケーション活性化に関して
は半数程度が共感

交通への影響や危険性については
「あてはまらない」「どちらとも
いえない」の割合が80％程度と大
きい

移動手段としての有効性は
50～70%程度が共感
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40%
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29%
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35%

32%

30%

33%

34%

32%

33%

34%

31%
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9%

9%

26%

35%

24%

27%

20%

13%

20%

21%

30%

42%

47%

40%

9%

12%

13%

13%

8%

6%

6%

7%

7%

22%

24%

28%

3%

3%

6%

5%

5%

4%

3%

4%

4%

12%

13%

16%

5%

5%

5%

5%

5%

4%

5%

5%

6%

5%

5%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくあてはまる まああてはまる どちらともいえない
あまりあてはまらない まったくあてはまらない 未回答

高齢者などの外出機会が増え
て地域のにぎわいが向上する

自分で移動するより安全に移動できる

地域のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱで運行されており
地域の力を感じられて誇らしい

目を引くﾃﾞｻﾞｲﾝの車両が走っていて
地域のシンボルになる

利用者、運転手、通行人でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
ができｺﾐｭﾆﾃｨが活性化する

自分で移動するより遠くまで移動で
き、行動範囲が広がる

気軽に外出できるようにな
る

高齢の家族・知人や移動に困って
いる人の移動手段として勧めたい

時速20km以下で運行しており
交通の支障になっている

利用者の乗り降りで時間がかかって
いて交通の支障になっている

狭い道路を走っていて
危険を感じる

• 全体として、グリスロ運行は地域に好意的に受け入れられている。



アンケート結果（⑨運行継続希望）

運行継続を「希望する」が５２％、「どちらでもない」を含めると９２％と、
多くの人が運行継続について受け入れている。
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⑨運行継続希望【全体：n=744】

希望する, 
52%

どちらでも
ない, 40%

希望しない, 
6%

未回答, 3%

希望する どちらでもない
希望しない 未回答



１-５. 協賛金の受付状況

令和6年度から開始した協賛金募集の取組により、１月末現在、企業６社から約65

万円を集めることができている。

これらの協賛金は、運転手の有償ボランティア代に充てられている。

20

●協賛金の受付状況

図 協賛者名の掲示の様子



１-６．実証運行時の課題 21

運休時の情報提供

協 議 会 の 体 制

• 強風の際に安全性確保の観点から突発的に運行休止したことがあった。事

前に協議会と区との協議はできたものの、利用者への速やかな情報提供に

は課題が生じた。

• 現在、課題解決意識の高い協議会役員の一部が、無償で各種内部事務（運

転手のシフト管理、会計管理、税務、関係機関との連絡窓口など）を行っ

ているが、運航規模が拡大することにより、当初の想定以上の作業量と

なっている。



１-７. 最終評価 22

評価事項 成果 今後の取り組み

利便性向上
の評価

• 運行開始当初から利用者数は順調に増加している。

• 特徴的なデザインのグリスロ車両での運行により、
地域内の多くの人が取組を認知している。

• 利用者は買い物や通院など日常的な移動の足として
活用している。

• 外出機会の増加や家族による送迎の減少の効果がみ
られる。

• 運行内容に対する満足度を
高めていくため、運行体制
の充実に合わせて運行日や
ダイヤ、ルートの拡充を検
討する。

運行体制の
評価

• 年間を通じて、事故なく安全・安定的な運行ができ
ている。

• 協議会メンバーの地域貢献意識と使命感が高く保た
れている。

• この活動に賛同する企業からの協賛金が集まってき
ている。

• 利用者に対する運行情報の
速やかな提供の仕組みを構
築していく。

• 当初の想定以上に拡大して
いる事務作業を整理し、分
担することで、長期的な持
続性を確保していく。

その他

（地域への
波及効果な
ど）

• 地域主体でグリスロを用いて運行していることで利
用者の満足度が高い。

• 移動手段としての有効性だけでなく、にぎわい創出
や地域のコミュニケーションを活性化させる効果に
共感がある。

• グリスロの車両特性による地域交通への影響につい
ては、受け入れられていると考えられる。

• 地域主体交通の取組を様々
な機会を通じて継続的にPR
していくことで地域受容度
を高く維持していく。



付録

23

・実証運行の概要

・運行計画変更の周知チラシ



実証運行の概要 24

運行期間 令和５年10月４日～令和７年３月31日

運行主体 東立石グリスロ運営協議会

運行日
毎週火・金曜日（立石駅コース）

土曜日（四ツ木駅コース）

運行本数
立石駅コース ６便／日

四ツ木駅コース ８便／日

利用方法
利用者登録・事前予約がなくても乗車可能

（事前予約した方は優先乗車）

予約受付日 毎週火・金・土曜日

使用車両
グリーンスローモビリティ１台

乗車定員 ８名（運転席含む）

運賃 無料

運行ルート

運行ダイヤ
スライド26参照

実証運行写真



実証運行の概要 25

■運行計画変更の周知チラシ



実証運行の概要 26

■運行計画変更の周知チラシ



２．【細02】細田循環バスについて

27



２-１ 運⾏⽬的と運⾏概要
２-２ 利⽤者数の推移
２-３ 無料乗⾞イベントの効果
２-４ 無料イベント期間のOD調査の概要
２-５ 現状と今後の方向性
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２-１．運⾏⽬的と運⾏概要 29

運⾏概要
（2023年9⽉24⽇以降）

運⾏⽬的 東新⼩岩・奥⼾・細⽥・鎌倉地域と新⼩岩駅周辺を結び、区⺠の移動の
さらなる利便性向上を図る。

系 統 名 細０２系統（細⽥循環バス）
運 ⾏ ⽇ 全⽇運⾏（平⽇、⼟休⽇）

運⾏時間
・

運⾏便数

平 ⽇ 新⼩岩駅東北広場発
7時台〜20時台 27便

⼟休⽇ 新⼩岩駅東北広場発
7時台〜19時台 13便

※運⾏便数は、⼊出庫便を除く

運 賃

現⾦・ICとも⼤⼈220円、⼩⼈110円
※2025年3⽉1⽇より
⼤⼈230円（現⾦・ICともに）
⼩⼈120円（現⾦）115円（IC）
シルバーパス・各種割引の利⽤可

事 業 者 京成バス、京成タウンバスの共同運⾏

区の⽀援 運賃収⼊と運⾏経費の差分を補助



244 

350 
370 382 

395 
378 

403 405 

440 

403 
378 

413 415 424 
453 

475 467 
443 

523 

446 

500 

600 

508 
493 

580 
562 572 

624 
641 

618 

561 

629 620 

683 

569 

104 

145 138 
152 

132 143 
156 154 

252 

155 
135 146 

173 170 162 160 171 171 179 
199 201 

187 
200 192 

213 208 
230 219 

248 251 
270 

254 253 

396 

229 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

令和3年

4月

令和4年

4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令和5年

1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

24まで

9月

25から

10月 11月 12月 令和6年

1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

利
用

者
数

（
人

）

平日

土休日

11/18～24

無料乗車イベント

11/24～30

無料乗車イベント

9
/
2
5
ル
ー

ト
・
ダ
イ
ヤ
改
正

11/15～21

無料乗車イベント

6,048 

8,450 8,691 

9,608 9,346 9,371 9,611 
9,797 

11,310 

10,010 

8,803 
9,172 

10,678 
10,180 

10,835 

11,735 
11,220 

10,753 

11,889 
12,506 

14,698 

12,676 

11,670 

13,143 
13,532 

14,074 

15,303 15,298 
15,861 

14,469 14,748 

15,922 

17,626 

13,887 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

令和3年

4月

令和4年

4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令和5年

1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令和6年

1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

利
用

者
数

（
人

）

11/18～24

無料乗車イベント

11/24～30

無料乗車イベント

9
/
2
5
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
改
正

11/15～21

無料乗車イベント

■ 月間利用者数

２-２．利⽤者数の推移 30

 令和3年4⽉の運⾏開始以降、利⽤者数は増加傾向にあり、令和5年9⽉のルート・ダイヤ改正後に⼤きく増加している。
 ダイヤ改正前に⽐べて、平⽇1⽇あたりの利⽤者数は100⼈以上の増加がみられる。

■ 月別 1日当たり利用者数（平均）



２-３．無料乗⾞イベント前後の利⽤動向 31

 11⽉の無料乗⾞イベントの期間中（期間中）に、通常時の2倍以上の利⽤があった。
（11⽉平均3,320⼈/週、イベント中6,753⼈/週）
 今年はイベント前の期間に⾬天が多かった反⾯、イベント後の期間には⾬天が少なく、天候の良さが利⽤動向に影響した
ものと想定される。

期間 平⽇1⽇平均
利⽤者数

土休⽇1⽇平均
利⽤者数

①10⽉〜11⽉※1 604 255
②11⽉※2〜12⽉※3 581 239
増減率
①/②

0.96
（4％の減少）

0.94
（6％の減少）

無料乗車イベント前後の利用動向

※１ 無料イベントの前（～11/14） ※２ 無料イベントの後（11/22～）
※３ 年末期間（12/23～）は除く
※４ 雨天日数は、気象庁の観測地点「東京」で0.5mm以上の降水量が観測された日数

無料乗車イベントの様子（新小岩駅東北広場）

無料乗車デーのポスティングチラシ

期間 平⽇ 土休⽇

①10⽉〜11⽉※1 14⽇/31⽇ 5⽇/14⽇
②11⽉※2〜12⽉※3 1⽇/21⽇ 0⽇/10⽇

雨天日数※4

天候の良さが
影響



２-４．無料イベント期間のOD調査の概要 32

 無料乗⾞デーに合わせてOD調査を実施し、昨年度調査との⽐較を⾏う

OD調査概要

・バス後方に⼩型カメラを設置し、終⽇撮影
・後⽇、映像を⾒ながらODをカウント
・OD調査実施⽇
11/21（⽊）6:00〜22:00（始発〜終発）
※無料乗⾞イベントの最終⽇に実施
OD調査とは・・・
各利用者の乗車バス停(origin)と降車バス停(destination)の
組合せを把握する調査

ビデオカメラで
乗降を撮影



２-５．時間帯別利⽤状況の変化（R05・R06⽐較） 33

 時間帯別の利⽤割合は、12時〜16時までの⽇中の時間帯が減少し、16時〜19時までの⼣方の時間帯の利⽤割合が増加している
 時間帯別1便当たり利⽤者数は、利⽤割合と同様に16時〜19時の増加が⼤きく、1便当たり10⼈以上増加している。
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２-６．便別利⽤状況の変化（R05・R06⽐較） 34

 令和5年度調査は5本⽬の便に利⽤者が集中し、60⼈を超える利⽤者がいたが、令和６年調査では60⼈を超える便は存在しないも
のの、30⼈を超える便が16便と半数程度あり、全体的に利⽤者数が増加している
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乗車　　　　　　　
降車 新小岩駅東北広場 蔵前橋通り沿線 環七通り沿線 細田・鎌倉地域 京成小岩・小岩駅周辺 乗車計

新小岩駅東北広場 6 63 70 84 24 247

蔵前橋通り沿線 80 3 5 16 14 118

環七通り沿線 81 3 0 10 22 116

細田・鎌倉地域 84 19 8 2 65 178

京成小岩・小岩駅周辺 22 18 16 65 13 134

降車計 273 106 99 177 138 793

２-７．流動の変化（R05・R06⽐較） 35

■【R5流動（R5.11.30）】

 R5からR6にかけて、「蔵前橋通り沿線（東新⼩岩⼀〜四丁⽬）」の利⽤者が増加
 ⼀方で、「細⽥・鎌倉地域」の利⽤者はわずかに減少
→新⼩岩駅東北広場⇔蔵前橋通り沿線の短い距離でも細⽥循環バスを利⽤︕

63 80

70
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84

81

65
65

単位：人/日
R05・R06のいずれかで需要が30

人/日を超えた場合に、R05・
R06のいずれも矢印を表記

■【R６流動（R６.11.２１）】
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乗車　　　　　　　
降車 新小岩駅東北広場 蔵前橋通り沿線 環七通り沿線 細田・鎌倉地域 京成小岩・小岩駅周辺 乗車計

新小岩駅東北広場 0 99 79 79 29 286

蔵前橋通り沿線 128 5 6 16 26 181

環七通り沿線 92 4 2 6 27 131

細田・鎌倉地域 80 18 14 5 58 175

京成小岩・小岩駅周辺 34 25 26 57 13 155

降車計 334 151 127 163 153 928

乗車　　　　　　　
降車 新小岩駅東北広場 蔵前橋通り沿線 環七通り沿線 細田・鎌倉地域 京成小岩・小岩駅周辺 乗車計

新小岩駅東北広場 0.8% 7.9% 8.8% 10.6% 3.0% 31.1%

蔵前橋通り沿線 10.1% 0.4% 0.6% 2.0% 1.8% 14.9%

環七通り沿線 10.2% 0.4% 0.0% 1.3% 2.8% 14.6%

細田・鎌倉地域 10.6% 2.4% 1.0% 0.3% 8.2% 22.4%

京成小岩・小岩駅周辺 2.8% 2.3% 2.0% 8.2% 1.6% 16.9%

降車計 34.4% 13.4% 12.5% 22.3% 17.4% 100.0%

乗車　　　　　　　
降車 新小岩駅東北広場 蔵前橋通り沿線 環七通り沿線 細田・鎌倉地域 京成小岩・小岩駅周辺 乗車計

新小岩駅東北広場 0.0% 10.7% 8.5% 8.5% 3.1% 30.8%

蔵前橋通り沿線 13.8% 0.5% 0.6% 1.7% 2.8% 19.5%

環七通り沿線 9.9% 0.4% 0.2% 0.6% 2.9% 14.1%

細田・鎌倉地域 8.6% 1.9% 1.5% 0.5% 6.3% 18.9%

京成小岩・小岩駅周辺 3.7% 2.7% 2.8% 6.1% 1.4% 16.7%

降車計 36.0% 16.3% 13.7% 17.6% 16.5% 100.0%

R5 R6



２-８．現状と今後の方向性 36

利⽤者数は年々増加し、令和６年度は1.5万⼈/⽉程度の利⽤がある。現状

今後の方向性
利⽤状況を定期的にモニタリングしながら、運⾏を継続

認知度向上・利⽤促進策の継続

R5と⽐べて、蔵前橋通り沿線の乗降割合が増加、特に新⼩岩駅東北広場⇔蔵前
橋通り沿線の短距離移動での利⽤が増加している。



３．地域乗合ワゴンさくらについて
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３-１ 運⾏⽬的と運⾏概要
３-２ 今年度の変更点及びPR施策
３-３ 利⽤者数の推移
３-４ 現状と今後の方向性
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３-１．運⾏⽬的と運⾏概要 39

運⾏概要

運⾏⽬的 ⼩菅地域と綾瀬駅を結び、区⺠の移動の利便性向上を図る。

運 ⾏ ⽇ 全⽇運⾏（平⽇、⼟休⽇）

運⾏時間
・

運⾏便数

平 ⽇ 千代⽥線綾瀬駅発
6時台〜19時台 36便

⼟休⽇ 千代⽥線綾瀬駅発
6時台〜19時台 35便

※直近のダイヤ改正は令和4年7⽉15⽇

運 賃 現⾦のみで⼤⼈200円、⼦供100円
（シルバーパス・各種割引の適⽤不可）

事 業 者 ⽇⽴⾃動⾞交通

区の⽀援 運賃収⼊と運⾏経費の差分を補助



３-２．今年度の変更点及びPR施策① 40

チラシポスティング⾞両更新
ラッピング

・沿線エリアにPRチラシを配布（8⽉）

さくらのポスティングチラシ

・⾞両の更新＆⾞両フルラッピング（4⽉）

さくらの車両



３-２．今年度の変更点及びPR施策② 41

乗降スポット設置GTFS整備

・東京拘置所ＨＰに交通手段の情報として
「さくら」を掲載（５月）

乗降スポットシール

・Googleの経路検索で「さくら」が
表示されるようになった（7⽉）

Google maps 経路検索

その他

・乗り場⽬印のシールを設置（5⽉）
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３-３．利⽤者数の推移 42

 さくらの利⽤者数には季節変動があり、1⽉・2⽉の冬の時期には利⽤者が減少し4,000⼈/⽉を下回るが、それ以外では概ね4,500
⼈前後で安定的に推移している

■ 月別 1日当たり利用者数（平均）

R4.7.15ダイヤ改正

車両更新＆ラッピング
PRチラシ配布

R4.7.15ダイヤ改正

車両更新＆ラッピング

GTFS整備

GTFS整備 PRチラシ配布



３-４．現状と今後の方向性 43

利⽤者数は季節変動があるが、概ね4,500⼈/⽉程度で推移している現状

今後の方向性 認知度向上・利⽤促進策の継続

R4.7のダイヤ改正、R6.4の⾞両更新＆⾞両ラッピング、R6.8のPRチラシ配布
等のPR周知を実施しているが、それぞれの前後で利⽤者数に⼤きな変化は⾒ら
れない

利⽤状況を定期的にモニタリングしながら、運⾏を継続


